
三
月
定
例
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催 

 
 
 
 

新
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た 

 

 

三
月
八
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら
新
年
度
の
愛
寿
会
、
仁
生
園
、
第
二
仁
生
園
の
事
業
計
画
と
予
算
を

決
め
る
た
め
の
評
議
員
会
及
び
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

付
議
案
件
は
報
告
事
項
一
件
、
審
議
事
項
七
件
で
し
た
。
何
れ
も
執
行
部
提
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

      

 

                           

                                      

                                      

3月号 
第 141号 

平成 23年 

3月10日発行 

差
出
人
（
差
出
発
送
代
行
）
 

7
-4

 

 返
送
先
：
〒

1
4

0
-0

0
1
2
 

品
川
区
勝
島

1
-1

-1
 

 この
お
荷
物
は
ご
依
頼
人
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
荷
物

を
当
社
が
差
出
人
と
な
っ
て
発
送
代
行
し
て
い
ま
す
。

 
冊
子
小
包

 

料
金
後
納

 
郵
便

 
佐
川
物
流
サ
ー
ビ
ス

(株
) 
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予
算 

 

平
成
二
十
三
年
度
の
当
初
予
算
と
し
て
八
億
四
千

九
百
余
万
円
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
お
お
ま
か
な
内
容
は
、
支
出
で 

① 

人
件
費 

四
億
九
千
三
百
余
万
円 

② 

事
務
費 

 
 

九
千
六
百
余
万
円 

③ 

事
業
費 

 
 

一
億
四
千
余
万
円 

な
ど
で
す
。 

 
 

 

 

収
入
の
主
た
る
も
の
は
、 

① 

介
護
保
険
収
入 

 

六
億
四
千
九
百
余
万
円 

② 

障
害
者
自
立
支
援
収
入 

一
億
九
百
余
万
円 

③ 

国
庫
支
出
金 

 
 
 
 

一
千
五
百
余
万
円 

で
す
。 

 

こ
の
予
算
に
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生

園
と
障
害
者
自
立
支
援
施
設
第
二
仁
生
園
の
運
営
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

事
業
計
画
の
う
ち
の
主
な
も
の 

財
政
基
盤
の
強
化 

 

事
業
を
経
営
し
て
い
る
も
の
は
、
い
つ
も
将
来
の

施
設
の
改
修
や
建
て
替
え
の
こ
と
を
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
財
政
需
要
に
備

え
今
年
も
二
千
万
円
積
み
増
し
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
建
設
積
立
金
等
諸
積
立
金
の
合
計
額
は
こ
れ
で

二
億
五
千
七
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
す
。 

 

職
員
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
働
い
て
い
た
だ
く
た
め

の
基
盤
が
更
に
強
化
さ
れ
た
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。 

 

た
ん
の
吸
引
等
介
護
保
険
法
等
改
正
に
備
え
て
の

準
備 

 

ご
承
知
の
と
お
り
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
々

の
介
護
度
が
年
毎
に
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ん
の 

 
 

 

愛
寿
会
役
員
の
皆
様
に
よ
る
検
食
会 

 

愛
寿
会
で
は
平
成
二
十
二
年
度
「
給
食
事
業
検
討

委
員
会
」
を
設
け
、
一
年
を
か
け
利
用
者
へ
の
「
給

食
の
在
り
方
」
を
論
議
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
状
況

は
愛
寿
会
だ
よ
り
九
月
号
乃
至
二
月
号
で
お
知
ら
せ

し
て
き
た
と
お
り
で
す
。 

 

十
二
月
の
理
事
会
・
評
議
員
会
の
際
、
役
員
と
し

て
も
健
常
者
の
通
常
食
は
ど
う
い
う
も
の
か
等
に
つ

き
勉
強
し
よ
う
と
の
発
議
が
あ
り
、
三
月
八
日
正
午

こ
れ
が
実
現
し
ま
し
た
。 

 

上
の
写
真
は
、
給
食
の
内
容
や
検
食
の
意
義
に
つ

い
て
白
倉
ケ
サ
ミ
管
理
栄
養
士
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

検
食
後
の
午
後
一
時
か
ら
会
議
に
入
り
ま
し
た
。 
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吸
引
を
要
す
る
方
や
胃
や
腸
か
ら
直
接
栄
養
を
摂
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
増
え
る
一
方
で
す
。 

 

現
行
の
法
制
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
処
遇
は
医
師
及

び
看
護
師
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
は
、
現
行
の
制
度
は
必
ず
し
も
実
態
に
合
っ

て
い
な
い
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
介
護
職

員
に
も
こ
の
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
法
改
正
を
急
い

で
い
ま
す
。 

こ
の
改
正
前
後
に
、
当
該
手
当
て
に
つ
い
て
の
相

当
の
研
修
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

そ
れ
を
見
越
し
今
回
百
万
円
の
研
修
費
を
計
上
し

ま
し
た
。 

給
食
業
務
に
つ
い
て
の
継
続
検
討 

 

平
成
二
十
二
年
度
一
年
間
を
か
け
利
用
者
へ
の
給

食
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
相
当

の
成
果
が
み
ら
れ
る
筈
で
す
。
そ
の
経
過
を
み
た
り
、

受
託
業
者
に
更
な
る
指
示
を
し
た
り
す
る
た
め
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

な
お
、
平
成
二
十
四
年
度
の
委
託
業
者
に
つ
い
て

は
、
秋
ま
で
に
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
行
な
っ
て
決
め
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
了
承
さ

れ
ま
し
た
。 

 

愛
寿
会
創
設
四
十
周
年
記
念
事
業
の
準
備 

 

平
成
二
十
五
年
五
月
に
四
十
周
年
で
す
。
同
年
中

に
記
念
行
事
を
行
な
う
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分

準
備
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
三
年
度
介
護
職
員
処
遇
改
善
措
置 

 

国
が
、
国
庫
か
ら
支
出
し
平
成
二
十
一
年
十
二
月

か
ら
二
年
半
、
介
護
職
員
一
人
月
平
均
一
万
五
千
円 

処
遇
改
善
す
る
こ
と
と
し
た
制
度
で
す
。
愛
寿
会
で 

は
平
成
二
十
一
年
度
、
二
十
二
年
度
と
も
国
・
県
の

指
示
を
待
っ
て
補
正
予
算
に
計
上
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
度
は
こ
の
制
度
の
存
続
が

確
実
な
た
め
当
初
に
約
二
千
万
円
を
計
上
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

 

二
号
館
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
と
一
号
館
特
殊
浴
槽
の

増
設 

 

二
号
館
ボ
イ
ラ
ー
二
基
の
う
ち
経
過
年
数
が
古
い

一
基
が
故
障
が
ち
で
更
新
が
課
題
で
し
た
。
六
百
万

円
を
計
上
し
て
年
度
内
に
新
型
を
導
入
し
ま
す
。 

 

自
在
性
の
高
い
最
新
式
の
浴
槽
を
増
設
す
る
こ
と
に 

よ
り
、
利
用
者
に
は
快
適
性
を
、
職
員
に
は
腰
痛
予

防
・
労
力
軽
減
の
一
石
二
鳥
を
狙
い
六
百
万
円
を
計

上
増
設
を
図
り
ま
す
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
用
自
動
車
も
更
新 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
つ
い
て
も
高
齢
化
、

重
度
化
が
目
立
ち
ま
す
。
四
百
五
十
万
円
を
投
じ
、

車
い
す
仕
様
の
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
、
各
家
庭
の
定
口

（
じ
ょ
う
ぐ
ち
）
ま
で
迎
え
た
り
送
っ
た
り
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。 

 

第
二
仁
生
園
作
業
所
の
活
用 

 

本
年
度
末
ま
で
に
は
周
辺
の
舗
装
工
事
ま
で
終
わ

り
ま
す
。 

 

新
年
度
は
、
農
産
物
加
工
、
手
工
芸
の
ほ
か
パ
ソ

コ
ン
の
学
習
等
に
取
り
組
む
よ
う
所
要
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。 

 

規
則
・
規
程
等
の
関
係 

 

就
業
規
則
の
改
正
、
理
事
長
専
決
規
程
の
制
定
、

経
理
規
程
の
改
正
、
苦
情
処
理
要
綱
の
改
正
等
が
諮

ら
れ
ま
し
た
。 

何
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
事
務

的
な
改
正
で
す
の
で
内
容
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま

す
。 

  

報
告 

 

給
食
事
業
の
委
託
契
約
関
係
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
給
食
業
務
に
つ
い
て
は
本
頁

上
段
の
「
給
食
業
務
に
つ
い
て
の
継
続
検
討
」
を
ご

参
照
願
い
ま
す
。 

 

 

一
号
館
の
特
殊
浴
槽
で
す
が
、
入
所
者
が
重
度
化

し
、
入
浴
作
業
に
職
員
が
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。 

利用者の高年齢化、重度化が進み、入浴していただくに

も介護職員２人ではむずかしい方が増えつつあります。 
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仁
生
園
で
は
、

無
病
息
災
を
願

い
、
た
く
さ
ん
の

福
を
呼
び
込
み
た

い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

た
。
施
設
利
用
者

が
鬼
に
扮
し
ま

し
た
が
迫
力
が

あ
り
、
皆
さ
ん
元

気
に
「
鬼
は
外
！

福
は
内
」
と
豆
ま

き
を
し
ま
し
た
。

春
は
も
う
す
ぐ

で
す
。 

                              

                              

    

看
護
師
・
准
看
護
師 

   

勤
務
日
や
勤
務
時
間
は
ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
配

慮
し
ま
す
。
給
与
そ
の
他
委
細
面
談
。 

 
 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
に
勤
め
な
が
ら 

ヘ
ル
パ
ー
二
級
を
と
り
た
い
方 

 国
・
県
の
雇
用
対
策
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。
応

募
者
は
園
の
臨
時
職
員
と
な
っ
た
う
え
、
ヘ
ル
パ
ー

二
級
資
格
を
取
得
す
る
よ
う
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
勉
強
の
な
い
と
き
は
仁
生
園
と
か
第
二
仁
生

園
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

給
料
は
愛
寿
会
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
て
支
払
い

ま
す
。
年
額
に
し
て
約
二
百
万
円
で
す
。 

そ
の
ほ
か
夜
勤
手
当
、
交
通
費
等
が
支
払
わ
れ
ま

す
。 更

に
、
受
講
料
、
教
科
書
代
等
と
し
て
十
万
円
ほ

ど
を
負
担
す
る
仕
組
み
で
す
。 

資
格
取
得
後
の
こ
と
で
す
が
、
施
設
側
と
受
講
者

が
話
し
合
っ
て
引
き
続
き
職
員
と
し
て
勤
め
る
の
が

基
本
で
す
。
た
だ
し
、
話
し
合
い
の
結
果
に
よ
っ
て
、

別
の
施
設
に
勤
め
る
も
よ
し
、
転
職
す
る
も
可
…
と

い
う
弾
力
的
な
制
度
で
す
。 

 

     

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

～ 

節
分 

～ 
  

二
月
三
日
（
木
）、
今
年
も
節
分
の
豆
ま
き
を
各
フ

ロ
ア
ー
で
行
な
い
ま
し
た
。 

 

鬼
に
扮
し
た
職
員
め
が
け
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」

と
言
い
な
が
ら
、
今
年
も
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う

願
い
を
込
め
な
が
ら
豆
を
投
げ
ま
し
た
。 

 

 
 

～ 

帝
京
高
校
実
習
生 

来
園 

～ 

 

二
月
十
四
日
か
ら

十
七
日
の
四
日
間
、

帝
京
高
校
の
生
徒
の

皆
様
が
ヘ
ル
パ
ー
実

習
の
た
め
来
園
さ
れ

ま
し
た
。 

 

十
六
日
に
は
、
春

の
花
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

を
使
っ
た
華
道
教
室

を
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
た
。 

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ま
た
、
施
設
見
学
等
の
ご
希
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

仁

生

園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
８
２
７
０ 

 

～ 

節
分 

～ 
 

二
月
三
日
（
木
）、
節
分
の
豆
ま
き
を
し
ま
し 

～ 

寿
司
会
食 

～ 
 

 

第
二
仁
生
園
で
は
一
年
に
何
回
か
、
寿
司
会

食
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
月
十
六
日
（
水
）、
食
事
委
託
業
者
で
あ
る

日
清
医
療
食
品
㈱
の
寿
司
づ
く
り
に
経
験
の
あ

る
職
員
に
、
目
の
前
で
握
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

  ～ 第二仁生園だより ～ 

愛
寿
会
で
は
次
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 

 

お
尋
ね
は 

 

〇
五
五
一
―
三
二
―
三
三
四
〇
ま
で 
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感 

謝 
 

 
                 

  

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
～ 

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

い
つ
も
、
ご
協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 
 

な
に
と
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、

ご
叱
正
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

略
儀
な
が
ら
お
礼
状
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
五
十
音
順
） 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
付 

 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 
 

坂
本 

光
彦 

 
 

様 

・
東
京
都
立
川
市 

 
 
 
 

守
屋 

克
彦 

 
 

様 

・
山
梨
県
甲
府
市 

 
 
 
 

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ 

 
 

様 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 
 

奥
本 

道
子 

 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 
 

九
里 

靖
裕 

 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 
 

小
林 

五
張 

 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 
 

坂
本 

昭
智 

 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 
 

佐
藤 

英
道 

 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 
 

佐
藤 

恒
夫 

 
 

様 

  

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 
 

小
松 

正
一 

 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 
 

白
倉 

廣
幸 

 
 

様 

 

愛
寿
会
後
援
会
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た 

 
二
月
十
日
（
木
）
午
前
十
一
時
か
ら
仁
生
園
会
議

室
で
後
援
会
の
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
中
山
賢
一
会
長
か
ら
、
仁
生
園
テ
レ
ビ
の
地

デ
ジ
化
、
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
の
た
め
の
事
前
講

習
会
等
、
後
援
会
支
援
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
諸

事
業
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
小
澤
澄
夫
理
事
長
か
ら
感
謝
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
事
務
局
に
平
成
二
十
二
年
度
決
算
の

見
通
し
を
質
し
た
の
ち
、
二
十
三
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

二
十
三
年
度
の
支
援
規
模
を
三
百
三
十
万
円
前
後

に
す
る
こ
と
、
夏
祭
り
や
前
記
の
事
前
講
習
会
を
継  

四
月
十
二
日
（
火
）
午
前
十
一
時
か
ら 

 

愛
寿
会
後
援
会
の
総
会
で
す 

 
 愛

寿
会
後
援
会
で
は
、平
成
二
十
二
年
度
の
総

会
を
四
月
十
二
日
（
火
）
午
前
十
一
時
か
ら
仁

生
園
会
議
室
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
度
の
決
算
の
認
定
と
二
十

三
年
度
の
予
算
審
議
が
主
た
る
内
容
で
す
。 

 

前
例
に
な
ら
い
、愛
寿
会
だ
よ
り
を
通
じ
て

の
ご
案
内
で
す
が
、で
き
る
限
り
大
勢
の
会
員

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

続
支
援
す
る
ほ
か
、

介
護
職
員
の
負
担
軽

減
へ
の
支
援
策
を
講

じ
た
ら
ど
う
か
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 

な
お
、
下
記
の
と

お
り
四
月
十
二
日

（
火
）
午
前
十
一
時

か
ら
後
援
会
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。 

～ 

ピ
ア
ノ
寄
贈 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

～ 

  ・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 
 

清
水 

康
長 

 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町   

 
 
 

保
坂
多
枝
子 

 
 

様 

・
う
た
仲
間
八
ヶ
岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様 

・
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様 

・
ジ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ハ
イ
ラ
イ
ト 

 
 
 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子   

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
  

 
 
 
 
 

 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 
 

様 
  

 

北
杜
市
小
淵
沢
町
上

笹
尾
三
五
六
に
お
住
ま

い
の
、
坂
本
光
彦
様
よ
り

ピ
ア
ノ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

ピ
ア
ノ
を
弾
か
れ
る

利
用
者
が
喜
ん
で
い
ま

す
。    
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